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自己決定を促す３つの言葉がけ
坂本中学校長 平岡 淳

坂本中学校のめざす学校の姿は 「 生徒の願いを大切に し 『 夢 』 を 育む学校 」 で す 。 こ

のめざす学校の姿を実現させていくキーワードとして 、自分は自分で大丈夫という 「自

己肯定感 」という言葉があります 。この感覚を生徒一人ひとりが感じられることが自己

実現 （ 夢 ） に 向け て とて も重要であると考えています 。 「 自 己 肯定感 」 を 高めてい く一

つの要素と して 、 自分で決定できる感覚 、いわゆる 「 自己決定感 」 が あ り ます 。 この自

己決定感を身に付けていく場面として 、自分の思い通りにならなかったり 、仲間とトラ

ブ ルにな った りす る状況が考 え られ ます 。 そ うい った場合に 、 私 たち大人は子どもに

寄り添い 、一緒になって考えていきますが 、子どものことを思うがあまり 、 過剰な支援

を し て しま う こ と もあ りま す 。 私 たちが願うのは子どもの 「 自立 」 で すの で 、 先走 った

支援はかえ っ て子どもの成長を阻害する こと になる こと も考 え られ ます 。 本校では 、

生徒が困っていたり 、 悩 んだ り 、 自分の思い通りにならなかった場面に遭遇 した場合

は 、子どもが成長するチャンスととらえ 、 次のステップを踏んだ３つの言葉がけを大切

にしていきます 。

□第 １の言葉がけ 「どうしたの？ （何か困ったことはあるの？ ） 」

□第２の言葉がけ 「あなたはどうしたいの？（これからどうしようと考えているの？）」

□第３の言葉がけ 「何を支援してほしいの？（私に何か支援できることはある？） 」

＜工藤雄一氏 （元千代田区立麹町中学校長 ）の著書より＞

まず 、 「 ど う したの？ 」で子どものもっている課題や置かれている状況を言語化させ

ます 。 次 に 、 「 ど う したいの？ 」 で子どもの意思を確認 しま す 。 そ し て 、 「 何 を支援し て

ほ しいの？ 」 で問題解決の手助けを一緒に考えます 。 状況によっては 、 「 Aと いう方法

と Bという方法があるけど 、あなたはどっちがいいかなあ 」と選択肢を与えていく方法

もあります 。

い ずれに し ても 、 問題解決の方法を大人が一方的に決めて しま うのではな く 、 自分

自身で解決する手段や 、仲間や大人に助けてもらって困難から抜け出す方法を自分自

身で導き出していくことが重要です 。

坂本中学校では 、 子ど もたち との対話を軸と した指導を していきます 。 対話の中で

個の状況を把握し 、一人ひとりの成長を促す支援を心がけていきます 。ご家庭でも 、こ

の ３ つの言葉がけをぜひ実践していただき 、子どもが トラブルや悩みを自己決定の中

で解決できるよう手助けをしていただけるとありがたいです 。


